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7月の大雨は，一日の降水量が観測史上最

大となった地域もあるなど記録的なものとな

り，人命への被害こそ避けられたものの，県

北部を中心に大規模な冠水等による農作物へ

の被害が生じているほか，農地・農業用施設

などにも大きな被害が出ています。被災され

た皆様に対しまして，心よりお見舞いを申し

上げます。

また，県管理河川において堤防が決壊し，

広範囲にわたり浸水するという事態が発生し

ました。我が県は近年大きな水害に相次いで

見舞われており，県民生活の安全確保を最優

先に河川改良事業等を進めてきましたが，そ

の途上で発生した今回の被害に関しては，県

政をお預かりする身として忸怩たる思いであ

ります。

災害発生から約2か月を経過し，被災箇所

の復旧も応急対応から本格的な復旧へと移行

していますが，短期間に複数回の被害が重

なっていることを重く受け止め，再度災害の

防止に向けた対応を進めてまいります。

新型コロナウイルス感染症対策に関しては，

療養先が決定するまでの間の生活支援等に要

する経費を計上するとともに，軽症者等宿泊

療養施設の借上げに要する経費を追加します。

維持に向けた対応を図ります。

7月に発生した大雨被害からの復旧につい

ては，災害救助法の適用を受けた大崎市と松

島町を対象として，避難所の運営など応急救

助に要する経費を計上します。冠水等の被害

を受けた農業者に対しては，農業用ハウス等

の復旧を支援するとともに，事業の継続を図

る観点から生産資材や飼料の購入費等に対す

る助成を行います。

また，公共土木施設や農地・農業用施設な

どの復旧に要する経費を計上するとともに，

流域全体で取り組む治水対策に向けた計画策

定等を行います。

この結果，今年度の予算規模は一般会計で

1兆1，967億8，700余万円，総計で1兆6，

729億3，200余万円となります。
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・県制百五十周年記念事業について

・全国育樹祭の本県開催について

・処理水の取扱いについて

ほか

˗
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また，抗原定性検査キットの配布等を行う窓

口の運営を進めるとともに，高齢者施設等を

対象に検査キットを配布し感染拡大の防止に

努めます。このほか，県立学校でのICT 機器

の更なる整備を図ります。

物価高騰などへの対応としては，畜産農家

を対象に配合飼料の購入費を支援するととも

に，酪農家に対しては光熱動力費に対する支

援を合わせて行います。また，肥料価格の高

騰も踏まえ，有機農業等の取組の推進や堆肥

の利用促進を図ります。水産業に関しては，

原材料調達先の変更などに取り組む事業者を

対象に国の補助事業に対する上乗せ支援を行

うとともに，ギンザケ養殖業者の配合飼料購

入費への助成を行います。このほか，私立幼

稚園や高齢者施設，鉄道事業者や福祉輸送事

業者などに対する支援を行います。

その他，3月に発生した地震被害への対応

としては，阿武隈急行の施設復旧や代替バス

の運行に関する経費を計上するほか，被災し

た文化財の復旧を支援します。また，県内事

業者による自家消費型太陽光発電の導入を促

進するとともに，避難退域時検査等場所の改

善を図るための市町への支援や農業用ため池

における安全対策を進めます。このほか，東

日本大震災に関連した取組として，種苗

の生産や放流など水産資源の
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その他の質問 宮城県の諸課題について/宮城県の子どもサポートについて/
新しい宮城県民歌について/

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 導 入 を 促 進 し つ つ ， 自 然 環 境 や 地 域 と の 共 生 を 図 る
に は ， 岡 山 県 美 作 市 が 目 指 す 税 の 導 入 を 含 め た 新 た な 取 組 の 検 討 が 必 要 と 思
う が ， 知 事 の 所 見 を 伺 う 。

再エネ施設の望ましい設置の在り方検討を進める中で，全国の条例やガイドラインの導
入状況等の調査，事例を分析するなどし，効果的な手法の検討を重ねてきた。その結果，
地方自治体による規制強化には限界があることを踏まえ，再エネ施設を森林以外の適地に
誘導するため，何らかの対策を講じることが適当であるとの結論に至った。

具体的には，新たに森林を開発して再エネ施設を設置する事業者に課税することにより，
経済的な負担が重くなる状況をつくり出すことで，森林以外の適地に誘導する方法を検討
している。

今後，有識者に意見を伺うなどしながら，令和6年4月の導入を目指す。

代表質問のあらまし

代 表 質 問 で は ， 各 会 派 を 代 表 す る

議 員 が 質 問 を 行 い ， 各 議 員 と も ， 新

型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 策 に つ い

て 取 り 上 げ た ほ か ， 7月 に 発 生 し た 大

雨 に よ る 被 害 へ の 対 応 を 含 め た 災 害

対 策 や 女 川 原 子 力 発 電 所 の 避 難 計 画

な ど に つ い て も 質 問 が 行 わ れ ま し た 。

クリック!!

録画

クリック!!

議員
名簿
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旧優生保護法被害者は高齢化している。一時金の支給をあまねく行なうため，県内の障がい者及び児童養
護施設の在籍歴を有した方へ周知を行う等，旧優生保護法によって引き起こされた差別や優生思想の解消に
向けた施策を実施し，旧優生保護法問題の全面解決を図るべきと考えるがいかがか。

ᶆ☼ Υꜛ πᶎ πΦϥ Ϭ ₰βϥ ρᵕ
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その他の質問 知事の政治姿勢について/新型コロナウイルス感染症対策について/
4病院再編問題と地域医療構想について/「個人情報保護法施行条例」について/

ΥΜχ τḩϩϣγ ϜΥӗ ΰοΜΦΜΦρ ϣδϥẶ ˂ᵓϬזּ

録画
クリック!!

クリック!!

議員
名簿

被害者本人への通知については，プライバシーにかかわる問題であり，一律に通知することは慎重に考え
るべきという国の立法過程における議論があり，県としてもその観点から対応している。

一方で，支給対象となり得る方に情報が行き届くよう，一時金支給制度について県民に広く伝えることは
極めて重要であると考えており，これまでも，関係団体への説明や，市町村，医療機関，障害者関連福祉施
設，高齢者関連福祉施設へのポスター等の配布のほか，県政だよりへの掲載やラジオ放送により，広く周知
を図ってきた。

今後も，市町村や関係団体と協力しながら，一人でも多くの方の救済につながるよう，様々な手段を活用
した広報に努める。

あ る 施 設 に 聞 い た と こ ろ ， 「 避 難 計 画 を 作 り 避 難 先 施 設 と も 協 定 を 結 ん だ
が ， 車 両 の 確 保 が ま だ で き て い な い 」 と 話 し て い た 。 U P Z 圏 内 の 社 会 福 祉 施
設 1 4 8施 設 に つ い て ， 避 難 に 必 要 な 車 両 の 台 数 と ， 自 前 で 確 保 で き る 台 数 ，
行 政 に 依 頼 す る 台 数 を 調 査 す る こ と を 求 め る が い か が か 。

社会福祉施設の入所者の避難については，県のガイドラインにおいて，「社会福祉施設
が所有する車両を最大限活用し，自力による避難に努めること」としており，各施設には，
これを前提に，実効性のある避難計画の策定を働きかけているところである。

また，社会福祉施設で車両の確保が困難な場合は，国や県，関係市町が確保した車両に
より避難を実施することとされていることから，県としても，社会福祉施設が自力で確保
できる台数を把握することは必要と考え，各施設の状況を調査する。

クリック!!

録画
クリック!!

議員
名簿
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その他の質問 令和4年7月大雨災害への対応について/農業政策について/
新型コロナウイルス感染防止対策について/
被災地の復興に向けたきめ細かな支援/社会全体で支える子ども・子育て/
「人づくり」「地域づくり」「イノベーション」の推進/
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地 域 移 行 に 向 け て ， 受 け 皿 団 体 の 育 成 と ， 地 域 実 情 に 応 じ た 国 や 県 の 支 援 が 必
要 で あ る 。 同 時 に ， 指 導 者 の 確 保 育 成 も 進 め る べ き で あ る 。 ま た ， こ の 場 合 ， 部
活 動 指 導 の ガ イ ド ラ イ ン の 順 守 も 重 要 に な る が そ の 対 策 は ど う か 伺 う 。

⁯χ Ϭ ϘΠσΥϣ︡ Ϭ◦כΰοΜΨ ρᵕ

Ϊ╡ρσϤΞϥ χ τνΜοᾁכ◦ϒχם ρᵕ
ϹϱЖжϱрχᵠ ʾ ẉ ʼ◙ χᶎיּ τΰΪο︡Ϥ Ϛ ρᵕ

その他の質問 復興事業の進め方について/水産業の振興について/

その他の質問 県民を守る警察行政について

ᶘ  ᶨ χ ӽӱ“τνΜο

録画
クリック!!

クリック!!

議員
名簿

現 在 ， 地 域 に お い て 受 け 皿 と な り う る 団 体 の 現 状 ， 意 向 な ど の 把 握 を 進 め て お
り ， 今 後 は ， 市 町 村 の 方 針 や 国 の 支 援 策 の 動 向 を 踏 ま え ， 当 該 団 体 の 整 備 充 実 に
向 け た 支 援 の 方 策 に つ い て 検 討 し て い く 。 （ 企 画 部 長 ）

中 学 校 の 休 日 部 活 動 の 地 域 移 行 の 動 き を 踏 ま え ， 社 会 教 育 の 観 点 も 取 り 入 れ た
ガ イ ド ラ イ ン 等 の 改 定 や さ ら な る 普 及 ， 研 修 会 の 内 容 の 充 実 を 検 討 す る な ど ， 必
要 な 資 格 や 資 質 を 備 え た 指 導 者 の 確 保 に 向 け て ， 関 係 部 局 と 連 携 し て 取 り 組 む 。
（ 教 育 長 ）

静 岡 県 に お い て 園 児 が 通 園 バ ス に 置 き 去 り に さ れ 亡 く な っ た 事 件 を 受 け て 伺 う 。
バ ス 運 行 に 関 す る マ ニ ュ ア ル 作 成 は 現 時 点 で 残 念 な が ら 義 務 で は な い が ， 事 故

防 止 の 第 一 歩 で あ る 。 こ の 事 に 関 し て 県 と し て 幼 稚 園 ， 認 定 こ ど も 園 ， 保 育 所 ，
認 可 外 保 育 施 設 に 対 し 具 体 的 に ど の よ う に バ ッ ク ア ッ プ を し て い く の か 伺 う 。

事 故 を 受 け ， 県 で は ， 先 行 し て 私 立 幼 稚 園 に つ い て 調 査 を 行 い ， 一 定 の 安 全 確
保 策 が 講 じ ら れ て い る こ と を 確 認 し た が ， そ の 後 ， 国 に お い て も 緊 急 点 検 を 行 っ
た 上 ， 安 全 管 理 マ ニ ュ ア ル の 整 備 等 の 再 発 防 止 策 を 盛 り 込 ん だ 緊 急 対 応 策 を 1 0
月 中 に 取 り ま と め る 予 定 と 聞 い て い る 。

県 と し て も ， マ ニ ュ ア ル 作 成 等 は 有 効 な 対 策 と 受 け 止 め て お り ， 今 後 国 の 方 針
を 踏 ま え な が ら ， 優 良 事 例 等 の 共 有 を 図 る と と も に ， 個 別 の 相 談 に も 対 応 し な が
ら 取 組 を 支 援 し て い く 。 クリック!!

議員
名簿

録画
クリック!!

目次へ
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8月24日，政府は原発の新増設・建て替えを想定しないとする東日本大震災以降の方針を大きく転
換し，原発の新増設を表明した。これは東京電力福島第一原発事故の教訓を忘れ，「原発回帰の道」
をたどる国策の大転換である。核燃料サイクル事業や「核のゴミ」最終処分場も全く見通しが立たな
い現状に向き合う姿勢を示すことが先決ではないか。知事の所見を伺う。

その他の質問 教育行政等について/一級河川出来川の堤防決壊等について/
県が推進する再生可能エネルギーについて/
県の水道広域連携に向けた取組について/

その他の質問 本県の交流・関係人口拡大に向けた取組について/
4病院の統合・合築について/

χᾖ χ ḊτνΜο

録画
クリック!!

地球温暖化への対応は，全世界共通の喫緊の課題であり，また，昨今の電力需給のひっ迫や資源価
格の高騰は，国民の社会経済活動に大きな影響を及ぼしている。

こうした状況を踏まえ，国では地球温暖化対策と電力の安定供給確保の両立を目指し，既設原発の
最大限の活用などについて，検討を開始したものと承知している。

県としては，原子力発電を含む，エネルギーに関する方針は，エネルギー政策上の中長期的な観点
から，国において総合的に判断されるべきものと考えている。

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 発 電 所 の 好 適 地 と い う 観 点 で ， 県 内 の 河 川 や 砂 防 ダ ム
を 調 査 ・ 検 討 し た こ と は あ る か 。 ま た ， そ の 結 果 は ど う か

こ れ ま で 県 で は ， ダ ム の 建 設 に 当 た っ て ， 計 画 段 階 か ら 発 電 の 可 能 性 を 検
討 し ， 流 量 の 安 定 や 収 益 性 の 見 込 ま れ た 大 倉 ダ ム な ど 6 ダ ム で 発 電 を 実 施 し
て い る 。

ま た ， 資 源 エ ネ ル ギ ー 庁 の 「 既 存 ダ ム 有 効 利 用 に 係 る ポ テ ン シ ャ ル 調 査 」
に お い て ， 県 管 理 の 1 1 ダ ム の う ち ， 七 北 田 ダ ム な ど 4 ダ ム に つ い て は 一 定 程
度 の 発 電 量 が 見 込 め る こ と か ら ， 水 力 発 電 の 導 入 の 可 能 性 が あ る と 評 価 さ れ
て い る 。

県 と し て は ， 更 な る 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 活 用 に 向 け て ， 発 電 施 設 の 設 置
位 置 や 収 益 性 ， 費 用 対 効 果 な ど を 調 査 し な が ら ， 事 業 化 に 向 け て 検 討 す る 。

録画
クリック!!

目次へ

クリック!!

議員
名簿

クリック!!

議員
名簿
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自ら命を絶つ人が全国で毎年3万人を超え，交通事故死の5倍以上にも上り，家族等の多く
がその後に心に傷を負い健康を害している。自死の内訳では，全国と同様に本県でも男性が
女性を圧倒的に上回っており，40代，50代のいわゆる働き盛り世代にその特徴が多く見受け
られる。本県における自死対策の現状について所見を伺う。

ὓᵊτνΜοψ 5 ├ ʼ6 ☼ם ρᵕ
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その他の質問 人口減少社会への対応について/子ども・子育ての充実について/
産学官連携の更なる推進について/

その他の質問 県民の安全・安心の確保に向けて

ꜛ♂ ├τνΜο

録画
クリック!!

クリック!!

議員
名簿

県では平成21年に宮城県自死対策計画を策定し，様々な取組を行っており，計画策定の平
成21年の577人から平成30年には372人となったことから取組に一定の成果が表れているもの
と考えている。

しかしながら，令和元年，令和2年と増加に転じ，令和3年には前年より減少したものの392
人となっており，人口対比での死亡率も平成28年以降全国を上回る状況となっている。

これらについては，新型コロナの影響もあるものと考えているが，憂慮すべき状況である
と認識している。

各 種 依 存 症 対 策 の 強 化 は ， 依 存 症 に よ る 孤 立 を 防 ぐ 観 点 か ら も 必 要 で あ る 。
本 県 で は ， ア ル コ ー ル や 薬 物 乱 用 の 依 存 症 対 策 推 進 計 画 を 策 定 し て い る が ，
国 の 法 律 で 都 道 府 県 に 努 力 義 務 が 課 さ れ て い る ギ ャ ン ブ ル 等 依 存 症 対 策 の 推
進 に 関 す る 計 画 は 未 策 定 の 状 況 に あ る 。 依 存 症 対 策 の 更 な る 強 化 に は ， 計 画
策 定 を 具 体 的 に 考 え る 必 要 が 有 る 。 知 事 の 見 解 を 伺 う 。

県 で は ， 各 保 健 所 及 び 精 神 保 健 福 祉 セ ン タ ー に お い て ， ギ ャ ン ブ ル を 含 め
た 依 存 症 の 相 談 に 対 応 し て お り ， さ ら に ， 同 セ ン タ ー で は ， 相 談 拠 点 と し て
家 族 教 室 の 開 催 や 民 間 団 体 へ の 講 師 派 遣 な ど も 行 っ て い る 。

対 策 を 一 層 進 め る た め に は ， 関 係 事 業 者 の 協 力 も 必 要 で あ り ， ギ ャ ン ブ ル
等 依 存 症 対 策 推 進 計 画 に つ い て ， 専 門 家 等 の 意 見 を 伺 い な が ら ， 令 和 5 年 度
中 に 策 定 し ， 令 和 6 年 度 よ り 実 施 で き る よ う 作 業 を 進 め る 。

クリック!!

議員
名簿

録画
クリック!!

目次へ
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角田市の江尻排水機場の現状と今後の事業促進に向けた取組についてどうか。また，排水機
場下流の尾袋川の整備も喫緊の課題であるが，現状と今後の計画はどうか。

ᴟϜḯϛᶨ Ϭᾁ βϥ ρᵕ

ᵵφὓᵊςΣϤχⱧỘ πΚϥ ρᵕ
НАϼϳ϶˔Ќ˔ ├Ϭ⁯τ ρᵕ

その他の質問 令和元年東日本台風被害の復旧・復興の推進について/
角田橋架替に関する調査の実施について/地域医療課題解決の推進について/
みやぎ型日本語学校開設について/土木遺産を活用した地域振興について/

その他の質問 宮城県における環境問題について

ӽⱵ ФкЅϴϼЕχ τνΜο

録画
クリック!!

クリック!!

議員
名簿

江尻排水機場については，国営事業により，令和8年度までの計画で，排水機場の機能回復と耐震化対
策が一体的に行われることとなっており，概ね計画どおりの事業進捗が図られている。県では，引き続
き必要な予算の確保を国に働きかけるなど，計画通り事業が推進されるよう取り組む。（農政部長）

県では，令和元年東日本台風の被害を受け，国，県，市の3者により，国道とあわせた堤防の嵩上げを
含む複数の対策案などについて意見交換するとともに，今後の河川整備計画に阿武隈川のバックウォー
ター対策を反映するよう国に要望した。今後も国や市と連携し具体的な対策内容について検討する。
（土木部長）

ロ シ ア が ウ ク ラ イ ナ に 侵 攻 し ， 肥 料 の 値 上 が り が 急 激 で あ る 。
県 が 管 理 す る 流 域 下 水 道 の 汚 泥 は ， 6 万 ト ン で ， 処 理 に 8 億 5 千 万 円

か か っ て い る 。 流 域 下 水 の 汚 泥 を 肥 料 化 す べ き と 考 え る が い か が か 。

汚 泥 に つ い て は ， 石 炭 の 代 替 燃 料 に 生 成 し 活 用 し て い る ほ か ， 焼
却 し た う え で セ メ ン ト 材 料 に 活 用 す る な ど 有 効 利 用 に 努 め て い る 。

一 方 ， 昨 年 2 月 ， 今 年 3 月 の 地 震 で ， 仙 塩 浄 化 セ ン タ ー の 汚 泥 焼 却
施 設 が 連 続 し て 被 災 し ， 汚 泥 の 県 外 処 理 を 余 儀 な く さ れ た こ と か ら ，
災 害 時 に お い て も 安 定 し た 処 理 が 継 続 可 能 と な る 方 法 に つ い て ， 検
討 し て い る 。

ま た ， 国 に お い て ， 「 下 水 汚 泥 等 の 利 用 拡 大 を 検 討 す る 」 と さ れ
た こ と も 踏 ま え ， 肥 料 化 も 含 め ， 有 効 な 下 水 汚 泥 の 活 用 に つ い て 検
討 す る 。

クリック!!

議員
名簿

録画
クリック!!

目次へ
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ᾉρΰο ϥάρΤϣ⁯ ῐϬ

松 島 海 岸 地 区 の 渋 滞 対 策 と し て ， 国 道 4 5 号 線 の J R松 島 海 岸 駅 交 差 点 か ら ，
松 島 第 一 駐 車 場 交 差 点 ま で の 区 間 で 大 型 車 両 の 通 行 規 制 を 行 い ， 車 道 を 賑 い
空 間 と し イ ベ ン ト 等 を 開 催 す る と し て い る が ， 今 回 の 交 通 社 会 実 験 で は 国 道
4 5 号 線 の 迂 回 路 と し て 利 府 街 道 を 設 定 し て い る が ， 普 段 か ら 渋 滞 が 激 し く 実
験 中 の 対 策 は ど う 考 え て い く の か 。

ה ☼ χ ₰ϞЄϴиЌ˔τνΜοψ⁯ρӪᾋῖḊϬ“Ξ ρᵕ

その他の質問 農業政策について/松島の観光について/

その他の質問 誰一人取り残さないDXの推進/再生可能エネルギーで稼ぐ宮城県/
附属機関等のあるべき姿/ナッジの推進で三方良し/

ʾ χ ├τνΜο

録画
クリック!!

道 路 交 通 環 境 の 改 善 に 向 け た 交 通 社 会 実 験 に つ い て は ， こ う し た 取 組 が 日 本
三 景 松 島 の 更 な る 魅 力 向 上 に つ な が る も の と 認 識 し て お り ， 定 期 的 な 通 行 規 制
を 含 め た 今 後 の 対 応 に つ い て ， 協 議 会 の 中 で 検 討 し て い く 。

ま た ， 通 行 規 制 の 実 施 に 当 た っ て は ， 県 道 仙 台 松 島 線 を は じ め と す る 迂 回 路
の 安 全 で 円 滑 な 交 通 の 確 保 が 必 要 で あ る た め ， 周 辺 道 路 の 更 な る 機 能 強 化 も 含
め た 松 島 地 区 の 道 路 の 在 り 方 に つ い て 検 討 す る 。

昨今の東アジアにおけるロシア，中国及び北朝鮮の国際秩序を乱す横暴を踏まえ，ミサイル攻撃やテロな
ど，国民保護に係る事態への備えが求められる。

特に，県独自でも出来る可能性のある，自主防災組織の育成，一時避難施設，核シェルターの設置の検討
を求めるがいかがか。

県では，「宮城県国民保護計画」等において自主防災組織を支援すると規定しているほか，「震災対策
推進条例」に基づき，防災指導員の養成に努めている。引き続き市町村と連携しながら，自主防災組織の
活性化を支援し，地域防災力の更なる向上に努める。

また，県では，避難住民の受入体制について，自治体の所管施設を中心に指定を進めてきたが，より多
くの「緊急一時避難施設」の確保に向けて民間施設も含めて，対象建物等の把握を進めている。

核シェルターのような施設の整備促進等については，国民保護法において政府が担うこととされている
ことから，国との連絡会議の場などで，意見交換等を行っていく。

録画
クリック!!

目次へ

クリック!!

議員
名簿

クリック!!

議員
名簿
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県 と 統 一 教 会 と の 関 係 に つ い て ， 全 国 的 に 被 害 が 深 刻 化 し て い る 。 県 と 関
連 団 体 と の 関 係 に 係 る 実 態 把 握 の 調 査 が 必 要 で は な い か 。

ま た 知 事 は ， 統 一 教 会 は 反 社 会 的 勢 力 と い う 認 識 は あ る か 。

Ӹ ΥσΜᾢϤ ₰Ϭ“Ξ ψσΜ ρᵕ
ᵓזּ ρΜΞӡ ξΪπψσΜ ρᵕ

その他の質問 大雨被害と堤防決壊等について/原発再稼働と次世代型原発の開発について/

その他の質問 少子化対策について/病院再編問題について/

ԁẸᵓρ Ⱶᴪʼ“ χḩἰτνΜο

録画
クリック!!

クリック!!

議員
名簿

統 一 教 会 の 関 連 団 体 と さ れ る 団 体 と 統 一 教 会 と の 実 際 の 関 わ り の 有 無 を 把 握
す る こ と は 困 難 で あ る 。 ま た ， 県 が 法 令 等 の 規 定 に 基 づ き 様 々 な 団 体 と 関 わ り
を 持 つ 中 で ， 違 法 性 を 有 す る 等 の 特 段 の 事 情 が な い 以 上 ， 特 定 の 団 体 を 対 象 と
し て ， 予 断 を 与 え る よ う な 調 査 を 行 う 必 要 は な い と 考 え て い る 。 （ 総 務 部 長 ）

統 一 教 会 並 び に 関 連 団 体 は 法 律 に よ っ て 認 め ら れ た 宗 教 団 体 又 は 関 連 団 体 で
あ り ， 反 社 会 的 勢 力 と い う 位 置 づ け で は な い と 考 え て い る 。 （ 知 事 ）

宮 城 県 慶 長 使 節 船 ミ ュ ー ジ ア ム の 展 示 等 リ ニ ュ ー ア ル 計 画 に は ， 令 和 6 年 度
中 の リ ニ ュ ー ア ル 完 成 と あ る 。 そ の 際 に ， 東 映 側 に 「 レ ジ ェ ン ド ＆ バ タ フ ラ
イ 」 の 画 像 の 提 供 ， 展 示 や シ ア タ ー で の 放 映 な ど の 協 力 を 依 頼 す る な ど ， 県 と
し て 主 体 的 に ア プ ロ ー チ す る 取 組 が 必 要 に な る と 思 う が ， 所 見 を 伺 う 。

映 画 撮 影 に 使 わ れ た 復 元 船 サ ン ・ フ ァ ン ・ バ ウ テ ィ ス タ 号 に つ い て は ， 撮 影
終 了 後 に 解 体 し て い る が ， 今 回 の リ ニ ュ ー ア ル に お い て ， 4 分 の 1 ス ケ ー ル で 再
現 す る こ と と し て い る 。

ま た ， 在 り し 日 の 復 元 船 に 思 い を 馳 せ る た め ， 復 元 に 至 る ま で の 県 民 の 熱 い
思 い な ど の 紹 介 や ， 復 元 船 部 材 の 展 示 な ど を 計 画 し て お り ， 提 案 の あ っ た 映 画
撮 影 時 の 資 料 の 活 用 な ど に つ い て も ， 関 係 者 の 協 力 が 得 ら れ る よ う 積 極 的 に 働
き か け る 。

クリック!!

議員
名簿

録画
クリック!!

目次へ
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世界的に金利が上昇しているが，日本だけが金融緩和策をとり続け金利を低く抑えてい
る。この政策は矛盾を含んでおり，いずれ我が国も金利を上げざるを得ない時期が来ると
思うが，その認識について伺う。また，金利上昇が現実のものとなった時，財政運営につ
いて対応策をどのように考えているのか伺う。

⁯χ ├ τ ӪΰσΥϣⱱ ᴦ σ∞ ְ֫τ ϛϥ ρᵕ

その他の質問 震災復興について/強靱で自然と調和した県土づくりについて/
富県宮城推進基金の使途拡大について/令和3年度決算について/

その他の質問 ウクライナ支援について/感染症対策について/
デジタル化の推進について/障がい者支援について/

Ỳ ộ τΣΪϥ∞ ְ֫τνΜο

録画
クリック!!

クリック!!

議員
名簿

国内債券市場での金利上昇圧力が高まっている中，我が国の金融政策は，物価安定の
目標実現を目指し，当面は現状維持とする方針が示されているが，引き続き金融・為替
市場の動向や，経済・物価への影響を十分に注視していく。

仮に金利が上昇する場合には，利払費が増大して，財政運営の制約が強まることとな
るが，いずれにしても，県内経済への影響を含め，状況の変化にも迅速かつ柔軟に対応
できるよう，国の対策等にも留意しながら，持続可能な財政運営に努める。

気 仙 沼 鹿 折 イ ン タ ー チ ェ ン ジ で は ， 開 通 後 ， 見 通 し の 悪 さ 等 か ら
接 触 事 故 が 多 発 し て お り ， 地 元 市 議 や 住 民 か ら 信 号 機 設 置 の 要 望 を
受 け ， 昨 年 か ら 県 警 等 と 協 議 を 進 め て い た 。 気 仙 沼 市 大 島 中 学 校 が
鹿 折 中 学 校 と 統 合 し ， 生 徒 の 通 学 路 と な っ て い る こ と も あ り 設 置 が
急 が れ る が ， 整 備 見 通 し は ど う か 。

信 号 機 の 整 備 に つ い て は ， 限 ら れ た 予 算 の 中 ， 「 信 号 機 設 置 の 方
針 」 に 基 づ き ， 必 要 性 や 緊 急 性 を 考 慮 し て 整 備 を 進 め て い る 。 指 摘
の 交 差 点 に つ い て は ， 三 陸 自 動 車 道 の 全 線 開 通 に よ り ， 交 通 量 が 増
加 し て お り ， 地 域 住 民 の 皆 様 か ら の 要 望 も 踏 ま え ， 今 年 中 に 整 備 す
る こ と と し た 。

クリック!!

議員
名簿

録画
クリック!!

目次へ
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4 Ԛ™ τνΜο

2021年の人口動態統計では，出生数約81万人となっており，我が県においては合計特殊
出生率が1.15と東京に次ぐワースト2位と低迷している。今すぐ「少子化非常事態宣言」を
行い，県民への啓発活動も含め，少子化すなわち産児政策を推進すべきと思うが所見を問う。

Ӻ ЈрЌ˔χ ᶤϬ ᾉ τ ᵫ ρᵕ

◓ӾοΰϞβΜּזᵓḕẽξΨϤϬ ϛϥ ρᵕ

その他の質問 中学校運動部活動の地域移行とは/教育力の向上について/
「大災害に備える」/

その他の質問 原子力災害時避難計画について/

ˮ ◓ᴟ Ⱨ ˯Ϭ Ξ

録画
クリック!!

全国知事会では，平成26年に少子化非常事態宣言を行い，県としても知事会と足並みを揃
えながら，国を挙げて対策を進めるよう求めてきた。

我が県でも，「新・宮城の将来ビジョン」において子ども・子育てを新たな柱に据え，今
年度からは，次世代育成・応援基金を活用して，施策の充実を図るとともに，子供を生み育
てやすい社会環境づくりを強力に進めている。さらに，日本青年会議所と連携し，「宮城県
ベビーファースト活動宣言」も行っている。

県としては引き続き子育てしやすい社会環境づくりに向け，官民挙げて取組を進める。

県 立 精 神 医 療 セ ン タ ー が 富 谷 市 に 移 転 と な れ ば ， こ れ ま で 名 取 市 を 中 心 と
し て 粘 り 強 い 努 力 で 作 り 上 げ て き た 地 域 で の 患 者 ・ 退 院 者 サ ポ ー ト 体 制 は 行
き 詰 ま る の で は な い か 。 ま た ， 新 た な 地 域 で の サ ポ ー ト 体 制 づ く り は 短 期 間
で は 無 理 と 考 え ら れ る が 見 通 し は あ る の か 。

県 立 精 神 医 療 セ ン タ ー で は ， 地 域 移 行 を 進 め る た め の 協 議 の 場 や 訪 問 看 護
な ど の 実 践 を 通 じ て ， 知 見 や 経 験 を 積 み 重 ね て い る も の と 認 識 し て い る 。

今 後 精 神 医 療 セ ン タ ー が 果 た し て き た 役 割 を 全 県 的 に 展 開 し て い く こ と が
求 め ら れ て い る と 考 え て い る 。

ま た ， 現 在 通 院 し て い る 患 者 や 家 族 の 方 々 に と っ て は ， 病 院 移 転 後 も 必 要
な サ ー ビ ス を 継 続 し て 受 け ら れ る 体 制 が 重 要 で あ り ， 今 後 ， 地 域 の 医 療 機 関
を は じ め ， 関 係 者 と 十 分 に 協 議 ・ 調 整 を 図 る 。
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肥料価格高騰の影響を緩和するためには，多くの農業者が取組みやすい事業への支援策が必要と
考える。国による『肥料価格高騰対策事業』があるが，本事業は化学肥料の2割低減の取組を行う農
業者に対して，肥料コスト上昇分の7割を支援する事業である。県として嵩上げを実施すべきと考え
るが，所見を伺う。

σ ρדᶪσⱧ τ ϛϥ ρᵕ

Ṑ Ộ כ◦ τνΜο

録画
クリック!!

クリック!!

録画クリック!!

議員
名簿

クリック!!

議員
名簿

国の肥料価格高騰対策事業については，関係機関と連携して，農業者への丁寧な周知と円滑な事務
の推進を図り，希望する農業者が漏れなく参加し，速やかに支援金が手元に届くよう努めていく。

また，引き続き市町村等の現場の声をしっかり聞くとともに，今後の肥料価格の動向なども注視し
てまいりたい。

県としては，有機農業等推進事業のほか，堆肥の利用拡大を支援する事業等を活用しながら，中長
期的な自給力向上につながる肥料コスト低減体系への転換を進める。

本事業は原油価格高騰への対策だが，脱炭素社会に向けた移行策，再生可能エネル
ギー等の対策についても検討を進める必要があると思うがいかがか。

本事業については，原油価格の高騰に伴い，生産コストの低減を図り，きのこ生産者
の経営継続を支援するものであるが，省エネ機器の導入により，二酸化炭素削減にも貢
献できるものと考えている。

現在，林業分野における再生可能エネルギーの導入としては，合板工場や製材工場な
どで木質バイオマスがエネルギーとして利用されている。

今後，きのこ生産の分野においても，再生可能エネルギー導入など，大規模な施設整
備により，化石燃料を使用しない施設への移行を目指すきのこ生産者に対しては，国の
補助事業等も活用しながら取組を支援する。

目次へ
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「 全 数 把 握 の 簡 略 化 」 は 「 治 療 を 必 要 と す る す べ て の 陽 性 者 が ，
速 や か に 受 診 で き る 体 制 を 確 保 す る こ と が 大 前 提 」 と さ れ て い る 。
結 局 は ， 発 熱 外 来 の 抜 本 的 強 化 ， 入 院 病 床 の 確 保 と い っ た 医 療 提 供
体 制 の 強 化 ・ 拡 充 が 必 須 と な る が ， 県 の 対 応 は い か が か 。
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県 で は 現 在 ， 診 療 ・ 検 査 医 療 機 関 の 指 定 拡 大 や ， ホ ー ム ペ ー ジ で
の 公 表 を 進 め て い る 。 ま た ， 入 院 病 床 の 確 保 に つ い て は ， 昨 年 度 末
か ら 3 病 院 ， 5 7 床 増 床 し ， 現 在 5 8 0 床 を 確 保 し て い る 。 こ う し た 医
療 提 供 体 制 の 確 保 に 加 え て ， 医 療 機 関 に 負 担 を 与 え な い 自 己 検 査 の
仕 組 み も 8 月 上 旬 か ら 導 入 し て い る と こ ろ で あ り ， 入 院 等 の 必 要 な
患 者 に は 適 切 に 対 応 で き る 体 制 を 目 指 し て い く 。

今 夏 の 新 型 コ ロ ナ 感 染 第 7 波 で は ， 高 齢 者 施 設 で ク ラ ス タ ー が 多 発 し た 。
施 設 の 負 担 を 減 ら し ク ラ ス タ ー の 発 生 を 防 い で い く た め に は ， 要 介 護 者 向 け
の ケ ア 付 き 宿 泊 療 養 施 設 の 受 け 入 れ 拡 大 が 必 要 だ 。 一 般 の 陽 性 者 向 け ホ テ ル
は 2 6 0 0室 に 拡 充 さ れ る 一 方 ， ケ ア 付 き 宿 泊 療 養 施 設 は 2 施 設 1 6 床 に と ど
ま っ て お り ， 拡 充 が 急 務 と 思 う が ど う か 。

ケ ア 付 き 宿 泊 療 養 施 設 は ， 軽 症 ま た は 無 症 状 で あ る が ， 通 常 の 宿 泊 療 養 施
設 で の 療 養 が 難 し い 要 介 護 高 齢 者 を 療 養 さ せ る 施 設 と し て 開 設 し て い る 。

今 回 の 第 7 波 に お い て は ， 満 床 状 態 が 続 き ， 入 所 調 整 に 苦 労 し た こ と か ら ，
更 な る 入 所 可 能 数 の 確 保 が 必 要 と 考 え て い る 。

県 と し て は 今 後 の 感 染 状 況 も 注 視 し な が ら ， ケ ア 付 き 宿 泊 療 養 施 設 の 拡 充
に つ い て 検 討 す る 。
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その他の質疑 コロナ禍における原油価格・物価高騰等への対応について
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現 在 ， 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 は 感 染 症 分 類 で 2 類 と さ れ て
い る 。 5 類 へ の 移 行 の 話 も あ る が ， 5 類 移 行 へ の 条 件 が あ れ ば 伺 う 。
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分 類 見 直 し に つ い て は ， 全 国 知 事 会 を 通 じ て ， 議 論 の 必 要 性 を
提 言 し て お り ， 移 行 が 可 能 な 条 件 に つ い て は ， 国 の 専 門 家 会 議 等
で 議 論 さ れ る も の と 思 う が ， 重 症 化 率 の 低 さ や ワ ク チ ン 接 種 の 進
捗 ， 治 療 薬 の 開 発 等 が 挙 げ ら れ る 。

ま た ， 第 7 波 で は ， 医 療 機 関 や 保 健 所 の 業 務 が ひ っ 迫 し た が ，
他 方 で ， 高 齢 者 等 リ ス ク の あ る 人 へ の 保 健 医 療 体 制 の 重 点 化 な ど ，
こ れ ま で の 取 組 も 成 果 を あ げ て お り ， 見 直 し を 進 め る こ と は 必 要
と 考 え て い る 。

I C T リ テ ラ シ ー の 格 差 が あ っ た の で は ， 今 回 の 財 源 措 置 の 意 味 が な い 。 学
校 現 場 で は 教 員 の 業 務 量 の 多 さ に よ り I C T に つ い て 勉 強 で き る 時 間 が な い な
ど ， 研 修 対 応 が 県 教 委 の 働 き か け ど お り に は い き に く い と い う 声 も あ る 。 統
合 型 校 務 支 援 シ ス テ ム 整 備 率 の 向 上 を 始 め ， 教 員 の I C T リ テ ラ シ ー 対 策 に つ
い て 所 見 を 伺 う 。

統 合 型 校 務 支 援 シ ス テ ム は ， 県 立 学 校 に お い て は 平 成 2 8 年 度 導 入 の 「 学
校 運 営 支 援 統 合 シ ス テ ム 」 を 全 て の 学 校 で 活 用 し て お り ， ま た ， 市 町 村 に お
い て も 導 入 が 徐 々 に 進 ん で い る 。

教 員 の I C T リ テ ラ シ ー 向 上 に 向 け た 取 り 組 み に つ い て は ， 県 主 催 の オ ン ラ
イ ン 研 修 会 を 学 校 の 長 期 休 業 期 間 に 開 催 し た り ， 動 画 を ウ ェ ブ サ イ ト に 掲 載
す る な ど ， 教 職 員 が 参 加 し や す い 研 修 環 境 を 提 供 し て い る 。

今 後 も 学 校 現 場 に お け る 働 き 方 改 革 と と も に ， 教 職 員 の 研 修 機 会 の 確 保 に
努 め る 。
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介 護 タ ク シ ー は ， 通 院 等 の た め の 乗 車 ま た は 降 車 の 介 助 と い う 訪
問 介 護 サ ー ビ ス で あ り ， 住 み 慣 れ た 自 宅 で 生 活 を 送 っ て い く う え で
も 大 変 重 要 で あ る 。 本 県 の 高 齢 化 率 は 2 8 . 8 ％ と 年 々 高 ま っ て お り ，
地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム を よ り 充 実 し て い く う え で も ， 介 護 タ ク シ ー
の 圏 域 毎 の 導 入 に 向 け 様 々 な 支 援 を 検 討 す べ き と 考 え る が ど う か 。
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県 で は ， 令 和 4 年 9 月 1 4 日 現 在 に お い て 2 6 5 の 訪 問 介 護 事 業 所 を
指 定 し て お り ， そ の う ち 2 8 の 事 業 所 に お い て 介 護 タ ク シ ー の サ ー ビ
ス を 行 っ て い る 。

県 と し て は ， し っ か り と 実 情 の 把 握 に 努 め る と と も に ， 介 護 タ ク
シ ー の 支 援 に つ い て は ， 保 険 者 で あ る 市 町 村 や 事 業 者 の 意 見 を 聞 き
な が ら 検 討 し て い く 。

農業分野，特に中山間地域における担い手不足を補うものとしてスマート農業は必須で
ある。今回モデル事業として整備予定のRTK基地局の利用可能エリア及び県内の中山間
地域全体を想定した場合に必要とされる基地局の数，今後の拡大予定について伺う。また，
中山間地域におけるスマート農業普及の考え方について伺う。

RTK基地局については，6月議会の補正予算で7基を設置し，県内の大部分をカバーす
る予定であるが，一部中山間地域においてカバーできないことも見込まれるため，今回の
補正予算でモデル的に1基を設置し，利用可能面積は概ね半径20キロメートル圏内である。

これら8基でカバーできない地域については，要望等を踏まえ，国庫補助事業などを活
用し整備を支援する。

県としては更なる農業の省力化を進めるため，農業者の経営規模等に応じたスマート農
業の普及を推進し，中山間地域を含めた地域農業の維持・発展につなげていく。
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全 教 職 員 が タ ブ レ ッ ト 端 末 を 活 用 し て ， 生 徒 の 学 び に 繋 げ て い く こ と が 求
め ら れ て い る 。 高 校 生 よ り 先 に ， 教 職 員 に 対 し て ， タ ブ レ ッ ト 端 末 を 導 入 し ，
苦 手 意 識 の 解 消 や 有 効 性 を 実 感 し て も ら い ， 教 職 員 の I C T 活 用 能 力 向 上 を 図 る
必 要 が あ る と 考 え る が 当 局 の 見 解 を 伺 う 。
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教 職 員 の タ ブ レ ッ ト 端 末 に つ い て は ， 令 和 2 年 度 ま で に 授 業 を 担 当 す る 教 職
員 の 約 5 6 % に 既 に 整 備 し て お り ， 共 同 で 使 用 し て い る 。

I C T 活 用 指 導 力 向 上 に 係 る 研 修 に つ い て は ， 総 合 教 育 セ ン タ ー を 中 心 に 実 施
し て い る 。

ま た ， I C T 支 援 員 が 作 成 し た ， 教 育 用 ア プ リ の 基 本 操 作 や オ ン ラ イ ン 授 業 に
関 す る 動 画 集 な ど を オ ン デ マ ン ド 配 信 し て い る 。

今 回 の 追 加 整 備 に あ た っ て も ， 研 修 内 容 の 更 な る 充 実 を 図 り ， 活 用 能 力 の
向 上 に 努 め る 。

子育て支援対策臨時特例基金造成費，5億3，922万円について，市町村が行う事業に対
し，今回は，大郷町で660万円の整備事業に拠出するが，想定される事業内容のメニュー
や期間について伺う。

今回の基金による，主に想定される市町村の取組としては，母子保健と児童福祉の一元
的なマネジメント体制の構築を図るため，子育て世代包括支援センターと子供家庭総合支
援拠点の一体的整備や改修等が考えられる。

そのほか，訪問支援員が家事育児等に不安や負担を抱えた家庭を訪問し，食事の準備等
の支援を行うもの，あるいは，子供との関わり方等に不安を抱える家庭にペアレント・ト
レーニングを実施するものなど，きめ細かな支援として10の取組が国から示されている。
事業実施期間は令和5年度末までとされており，現在，市町村では，来年度の実施に向け
て検討を進めているところである。

目次へ
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その他の質疑 令和4年度9月補正（第6号・第7号）の考え方について/教育旅行誘致促進費について/
自家消費型太陽光発電設備導入支援費について/道路橋りょう事業費について/
指定文化財等災害復旧支援費について/教育施設等災害復旧費について/
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陸域での炭素吸収（グリーンカーボン）は19億トン，海域での炭素吸収（ブルー
カーボン）は25億トンとされており，宮城県ブルーカーボン協議会では，オフセット
制度の導入を検討するとのことだが，その導入時期について伺う。

τ☼├Ϭ ρᵕ
⁯τΣΜοД˔Ќ ὀχם ⱧỘϬם☼ ρᵕ
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クリック!!
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クリック!!

議員
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宮城ブルーカーボンプロジェクトでは，令和3年度からの10年間でブルーカーボン
の社会実装を図ることとしており，令和6年度からオフセット制度の試験導入を行う
計画である。また，ジャパンブルーエコノミー技術研究組合が，ブルーカーボンに特
化した独自のカーボンオフセット制度である「J-ブルークレジット」を立ち上げ，令
和2年度から実証試験を行っている。

県としては，J-ブルークレジットの仕組みを活用し，ワカメ養殖業をモデルにブ
ルーカーボンの算定など，オフセット制度の試験導入に向けて検討していく。

こども家庭庁の設置にあたり，我が県も円滑な事業推進に向けた体制の整備や強化を
図ってはどうか。

また，子どもや家庭の様々な課題解決に当たっては市町村内で把握できるデータを連携
できる仕組みを構築することが重要と思うがどうか。

県では，「次世代育成支援・少子化対策推進本部」において，部局の枠を超え，全庁を
挙げて取り組んでおり，次世代育成・応援基金の創設，市町村に対する補助金の大幅拡充
して産前産後のデイサービス等の無償化などの施策を推進している。（知事）

国では，子どもに関する各種データの連携による支援実証事業を実施しており，自治体
をまたがる場合のシステム間の連携方法や個人情報の取扱いなども検証している。県とし
ては，今後とも市町村に対し適切に助言，指導していく。（保健福祉部長）

目次へ

その他の質疑 持続可能なみやぎの漁場環境づくり推進費について/
栽培漁業種苗放流支援費について/海岸防災林普及啓発費について/
カーボンニュートラルポート形成計画策定費について/

その他の質疑 河川調査費について/農地等災害復旧費について/
農業用ため池安全対策費について/

₪ˑ  ӦԌ
ˢᾉ χ ˣ

ᾍӦԌ
ˢꜛ ˣ

◓Ӿο◦כ ├ Ⱳ ṁỲ τνΜο



クリック!!

議員
名簿

クリック!!
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目次へ

農 業 用 た め 池 に お い て ， 悲 惨 な 事 故 が 二 度 と 起 き な い よ う ， ハ ー
ド ・ ソ フ ト 両 面 か ら の 安 全 対 策 を 講 じ る べ き と 思 う が ， 認 識 を 伺 う 。

ӗ ☼ χ◦כʼ Ӫ᷾Ṟτ ϛϥ ρᵕ

Ộ θϛ ӗ ├ τνΜο

県 で は ， 今 回 の 事 故 を 受 け ， 人 が 容 易 に 立 ち 入 り 可 能 な 農 業 用 た
め 池 1 ， 5 3 4 か 所 に つ い て ， 緊 急 点 検 を 実 施 し た 結 果 ， 約 半 数 の 農 業
用 た め 池 で ネ ッ ト フ ェ ン ス 等 の 安 全 対 策 が 必 要 で あ る こ と を 確 認 し
た 。 こ う し た ハ ー ド 対 策 が 必 要 な た め 池 に つ い て は ， 優 先 度 ・ 重 要
度 に 応 じ て ， 安 全 施 設 の 整 備 が 計 画 的 に 実 施 で き る よ う 支 援 し て い
く 。

ソ フ ト 対 策 と し て は ， 「 県 政 だ よ り 」 「 県 政 ラ ジ オ 」 を 活 用 し ，
立 入 禁 止 の 注 意 喚 起 な ど を 広 く 県 民 に 発 信 す る ほ か ， 教 育 庁 等 と 連
携 し ， 学 校 や 家 庭 に 対 す る 注 意 喚 起 に 努 め て い く 。

その他の質疑 民間施設の復旧支援等について/公共土木施設の復旧等について/
クリック!!

録画
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令和4年7月大雨において，災害救助法が適用された大崎市と松島町の2市町と適用され
なかった他の市町村との間で支援の格差が生じている。

3月の福島県沖地震と同様に，県独自の被災者生活再建支援制度を創設すべきと思うが
いかがか。

ה τνΜοψכ◦ꜛ ←χ τᾋớϛϥ ρᵕ
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県では，「被災者生活再建支援法」の適用災害により，同法の支援対象とされている被
害を受けているにも関わらず，居住市町村によって対象外となる方々が生じることは問題
と考えている。このため，同法が適用された今年3月の地震については，費用の半分が特
別交付税として措置されることも踏まえ，法と同等の独自支援を行っているが，今回の大
雨被害では同法は適用されておらず，独自支援は難しい。

なお，恒久的な独自支援制度については，十分な財源の裏付けが前提であり，発災の都
度，独自の支援が必要な特別の事情を慎重に見極めていく。

その他の質疑 治山施設災害復旧費・災害関連緊急治山費について
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ため池等に太陽光発電施設の導入可能性調査を実施しているが，どのようなため池を調査
対象としているのか。また，ダムの水面への設置についてはどうか。ため池の機能面や防災
面，環境面に十分に配慮し，県独自の条例等の取扱いを制定して，進める必要があると思う
がいかがか。

Ϭ ρΰθⱧỘπψσΜ ρᵕ
χӗ ᶎ ϒχ◦כ ρᵕ
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農業用ため池への導入可能性調査は採算性及び維持管理，設置工事の観点から，公道に近
接し，電力網への接続が容易な数十か所を対象と考えている。調査に当たっては，農業用水
の状況や生態系などへの影響等と併せて，積雪深や風速などを考慮したフロート等の構造を
検討する。

設置に当たっては，一定の基準を定める必要があるため，県独自の手引き策定を検討する。
ダムについては洪水時の流木等からの保護等の技術的課題があり，導入可能性調査の対象

とはしていない。

事 業 概 要 の 中 に 「 A L P S 処 理 水 の 処 分 に 伴 う 風 評 被 害 等 の 影 響 が 生 じ た
場 合 で も 」 と あ り ， A L P S 処 理 水 の 放 出 を 前 提 と し た 言 葉 で あ る 。 訂 正 を
求 め る 。

A L P S 処 理 水 の 問 題 が 出 て か ら ， 既 に 風 評 被 害 が 起 き て お り ， そ れ に 対
策 を 打 つ も の で あ る 。 放 出 を 前 提 と し た 事 業 で は な い 。 （ 知 事 ）

本 予 算 は ， 水 産 資 源 の 維 持 に 必 要 な 放 流 種 苗 を 安 定 的 に 確 保 す る た め ，
必 要 な 生 産 経 費 や 設 備 等 に 対 す る 支 援 を 行 う も の で あ り ， 県 と し て は 「 処
理 水 の 取 り 扱 い に 関 す る 宮 城 県 連 携 会 議 」 を 通 じ て 海 洋 放 出 以 外 の 処 分 方
法 の 検 討 を 一 貫 し て 求 め て い る こ と に 変 わ り は な い 。 （ 水 産 林 政 部 長 ）

目次へ
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その他の質疑 河川調査費（流域治水型災害復旧に向けた計画策定等）について

その他の質疑 農業用ため池安全対策費について
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今 回 ， 大 き な 被 害 が あ っ た 2 校 に つ い て ， 人 身 被 害 が な か っ た の で 何 よ
り で あ る が ， 被 害 が 出 て か ら で は 遅 く ， 事 前 の 調 査 に 基 づ く 安 全 対 策 が 必
要 か と 思 う が こ れ ま で ど の よ う に 行 わ れ て き た の か 。 ま た ， 今 後 の 進 め 方
に つ い て も 伺 う 。
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県 立 学 校 で は ， 日 頃 か ら 学 校 の 職 員 に よ る 安 全 点 検 を 行 っ て お り ， ま た ，
過 去 の 被 災 な ど を 勘 案 し て 「 学 校 防 災 マ ニ ュ ア ル 」 を 策 定 し ， 避 難 訓 練 等
を 通 じ て 安 全 対 策 を 講 じ て い る 。

今 後 は ， 危 険 箇 所 の 点 検 や 必 要 な ハ ー ド 対 策 と ， よ り 実 効 性 の 高 い マ
ニ ュ ア ル へ の 見 直 し や 実 践 的 な 避 難 訓 練 の 実 施 な ど ， ハ ー ド ・ ソ フ ト の 両
面 で 適 切 な 対 策 を 講 じ ， 生 徒 等 の 一 層 の 安 全 確 保 を 図 る 。

決 壊 時 の 浸 水 区 域 内 居 住 者 の 避 難 が 困 難 と 判 断 さ れ る 特 定 農 業 用 た め 池
は ， 県 内 で 7 4 ヶ 所 存 在 す る 。 堤 体 の 掘 削 等 を 知 事 の 許 可 制 と す る と と も
に ， 所 有 者 へ の 必 要 な 防 災 工 事 の 施 行 命 令 を 可 能 と す る 等 ， 自 然 災 害 等 へ
の 備 え を 考 慮 し て い る が ， 住 宅 地 に わ り と 近 い も の も 多 い た め ， 県 内 全 て
の 特 定 農 業 用 た め 池 へ も 今 後 安 全 対 策 を 拡 大 さ せ て い く べ き と 考 え る が ど
う か 。

特 定 農 業 用 た め 池 の う ち ， 1 3 か 所 で 安 全 施 設 の 設 置 が 確 認 さ れ て お り ，
今 後 3 か 年 の 「 安 全 施 設 整 備 の 重 点 実 施 期 間 」 で 1 2 か 所 を 整 備 す る 予 定 で
あ る 。 今 回 の 補 正 予 算 で は 設 置 す る た め 池 は こ の う ち 2 か 所 で あ る 。

残 る 4 9 か 所 の 安 全 施 設 の 設 置 に 当 た っ て は ， た め 池 の 現 状 や 所 有 者 や
管 理 者 の 意 向 等 を 踏 ま え つ つ ， 市 町 村 と も 連 携 し な が ら ， 必 要 な 対 策 を 講
じ る よ う 努 め る 。

目次へ

その他の質疑 指定文化財等災害復旧支援費について
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名 蓋 川 で は ， 流 域 治 水 の 考 え 方 を 取 り 入 れ た 災 害 復 旧 に つ い て
の 検 討 会 が 立 ち 上 が っ た と 聞 い て い る 。 名 蓋 川 は ， 流 域 全 体 で ，
特 に 上 流 域 か ら 治 水 し て い く 必 要 が あ る 。 ま た ， 全 体 的 に 河 川 の
流 下 能 力 が 不 足 し て い る 。 河 道 整 備 も 含 む ， 流 域 治 水 型 河 川 整 備
の 考 え 方 に つ い て 伺 う 。
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今 回 の 災 害 復 旧 に つ い て は ， 堤 防 が 決 壊 し た 名 蓋 川 下 流 域 が 中
心 と な る が ， 名 蓋 川 を 含 め た 多 田 川 支 川 の 上 流 域 に つ い て も 河 川
の 氾 濫 が 発 生 し て い る こ と か ら ， 何 ら か の 対 応 が 必 要 で あ る と 認
識 し て い る 。

県 と し て は ， 国 と と も に 立 ち 上 げ た 多 田 川 流 域 治 水 部 会 に お い
て ， 支 川 上 流 部 に つ い て も ， 流 域 治 水 の 考 え 方 を 取 り 入 れ な が ら
国 や 市 町 と 連 携 し て 検 討 し て い く 。

目次へ

自 然 災 害 な ど に よ る 被 害 を 未 然 に 防 ぐ た め ， 山 地 災 害 危 険 地
区 の 調 査 ・ 点 検 が 日 常 的 に 行 わ れ る こ と が 必 要 だ と 考 え る が 当
局 の 見 解 を 伺 う 。
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県 で は ， 点 検 要 領 を 定 め ， 治 山 施 設 及 び 山 地 災 害 危 険 地 区 の 定
期 的 な 調 査 ・ 点 検 を 実 施 し て い る 。 調 査 ・ 点 検 の 結 果 ， 危 険 度 の
高 い 地 区 か ら 事 業 を 計 画 ・ 実 施 す る な ど ， 自 然 災 害 に よ る 被 害 防
止 に 向 け ， 優 先 順 位 を つ け な が ら ， 必 要 な 対 策 を 講 じ て い く 。

クリック!!
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その他の質疑 「新・宮城の将来ビジョン」スタート年の決算総括について/
税収と交付税，基金の状況等について/新型コロナウイルス感染症対策について/
社会全体で支える宮城の子ども・子育てについて/安全安心な地域の形成について/
企業会計・環境・エネルギーについて/産業振興について/

クリック!!

録画

県政運営のビジョンには「被災地の復興完了に向けたきめ細かなサポート」をかかげている。
時系列的に，被災地のニーズが変わってきている中で，令和3年度の「被災地サポート」は，主

にどんな分野に注力してきたのか。また，その成果や評価を踏まえて，今後は，どのような展開を
考えているのか伺う。

被災地においては，生活再建の状況に応じた切れ目のない支援として，心のケアセンターの運営
などを通じた被災者の心のケアや，地域コミュニティ再生に向けた取組への支援，さらに，なりわ
いの下支えに向けたオンラインによる県産農林水産物の販売，震災の記憶や教訓の伝承に取り組ん
できた。

国においても，地域の実情に応じた被災者支援を継続することとしており，引き続き，国，市町
村，民間団体等と連携しながら，復興の完遂に向けて，全庁一丸となって取り組んでいく。

目次へ
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県の一般会計，特別会計及び公営企業会計決算の審査

を行う委員会です。委員会は監査委員を除く議員全員で

構成され，執行部から提案された決算の認定議案に対し，

各会派の代表が質問を行う「総括質疑」や，現に設置さ

れている6つの常任委員会の委員をもって構成される，

「分科会」において議案のうち所管事項を詳しく審査し

ます。

なお，分科会の主査には常任委員長を充てます。審査

結果は主査報告で報告され，採決が行われます。
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東 京 2 3 区 内 に 在 住 ・ 通 勤 者 に つ い て ， 一 定 の 要 件 を 満 た し た 場 合 に 支 給 さ
れ る 県 内 移 住 者 に 対 す る 支 援 金 支 給 が 令 和 3 年 度 4 8 組 に 支 給 さ れ て い る 。 今 後
更 な る 移 住 者 増 の た め ， 補 助 事 業 な ど の 要 件 緩 和 を 国 に 求 め る べ き と 思 う が
ど う か 。

◦ẚם ψῨ ʼם Ϭ ϘΠḜ Ϭ⁯τẐϛϥ ρᵕ
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その他の質疑 歳入・歳出について/内部統制について/
地域整備事業について/基金の効果的な運用について/

その他の質疑 みやぎ型管理運営方式について/4病院再編について/
教育について/犯罪被害者支援について/
「データからみたみやぎの健康」について/

ӱ ʾ τνΜο├כ◦
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支 給 要 件 が 大 き く 緩 和 さ れ た 令 和 3 年 度 は ， 広 報 に 努 め た こ と も あ り ， こ れ
ま で の 支 給 実 績 を 大 き く 上 回 る ， 4 8 件 の 支 給 実 績 と な っ た 。 ま た ， 今 年 度 は ，
9 月 末 時 点 に お い て 既 に 4 8 件 の 支 給 実 績 と な る な ど ， 昨 年 度 を 大 き く 上 回 る
ペ ー ス で 推 移 し て い る 。

今 後 も ， 交 付 実 績 の 推 移 や 効 果 等 を 踏 ま え ， 市 町 村 の 意 向 も 聞 き な が ら ，
国 に 対 し て 緩 和 を 求 め て い き た い 。

仙台市立八木山中学校生徒襲撃事件等，いわゆる「無敵な人」による通り魔的な加
害事件が相次いでいる。

中年層の自暴自棄の人が生まれる背景には失業など経済的な貧困，孤独・孤立の問
題がある。中年層の孤独・孤立対策，社会的セーフティーネットは未整備であるが，
本県の対策を伺う。

県や市町村では(1) 自立相談支援センターにおける生活困窮等の相談対応，(2)みや
ぎジョブカフェによる就職支援，(3)ひきこもり地域支援センターでの相談対応や家族
教室，(4)自死対策推進センターにおける相談対応などの体制を設けている。

国では，孤独・孤立対策の重点計画を定め，今後の事業展開を検討していることか
ら，県としても実情を踏まえた対策を検討していく。
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令和3年度中は43基金が存在しており，令和3年度末現在高は約3，766億1，539万円
である。基金一括運用は令和2年度から開始され，令和３年度からは債券運用も開始し
ている。債券運用は総額100億円の運用を5年間で構築する計画であり，毎年20億円分
の債券の購入を見込んでいるが，令和3年度の運用益を含めた一括運用の取組成果と今
後の取組の方向性を伺う。
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基金における現在の一括運用の対象は35基金である。令和3年度の基金運用益は全体
で約9，700万円で，うち，一括運用による運用益は約800万円となっている。

今後，令和7年度までに100億円相当の債券を購入することとしているが，安全性及び
流動性に十分に配慮しながら，預金金利の動向も踏まえ債券運用額の拡大を検討するな
ど，運用の効率性を高めていく。

その他の質疑 行財政運営における持続可能性について/
東日本大震災から学ぶ持続可能性について/
新型コロナウイルス感染症から学ぶ持続可能性について/

使 わ な い ダ ム 使 用 権 や 水 利 権 を 実 態 に あ わ せ て 水 力 発 電 や 治 水 等
の 別 の 用 途 に 変 更 す る な ど ， 国 と 協 議 し ， 広 域 水 道 の 過 大 な 計 画 を
見 直 す べ き と 考 え る が い か が か 。

ϒχᶨ ϬẸṳ ρᵕ
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ダ ム 使 用 権 は 国 の 許 可 を 受 け な け れ ば 移 転 ま た は 変 更 す る こ と は
で き な い 。 ま た ， ダ ム 使 用 権 は 取 水 の 有 無 に 関 わ ら ず ， 全 体 計 画 に
基 づ く ダ ム 管 理 費 用 が 必 要 と な る た め ， 移 転 ま た は 変 更 後 の 他 の ダ
ム 使 用 権 者 の 負 担 な ど を 考 慮 し 「 引 受 先 が 確 保 で き な け れ ば ， 移 転
又 は 変 更 は 困 難 」 と 国 か ら 示 さ れ て い る 。

な お ， 現 在 ダ ム 使 用 権 と し て 確 保 し て い る 水 量 の 一 部 は 未 利 用 と
な っ て い る こ と か ら ， 新 た な 小 水 力 発 電 へ の 活 用 に つ い て ， 国 や 関
係 機 関 と 協 議 を 行 っ て い る 。

その他の質疑 新型コロナウイルス感染症への対応について/
エネルギー価格高騰対策について
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2 年 連 続 で 全 国 ワ ー ス ト 2 位 と な っ た 本 県 の 合 計 特 殊 出 生 率 を 向 上 さ せ て い
く た め に は ， 結 婚 や 出 産 を 希 望 す る 県 民 が 早 期 に そ の 望 み を か な え ら れ る よ
う 支 援 を 充 実 す る 必 要 が あ る 。 若 者 へ の 経 済 支 援 策 と し て ， 他 県 で 導 入 が 広
が っ て い る 奨 学 金 の 返 還 支 援 制 度 を 本 県 で も 早 期 に 導 入 す べ き で は な い か 。
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その他の質疑 少子化対策と若者支援について/行政ＤＸ化と職員の働き方改革について/
救急医療体制の充実について/バリアフリーみやぎ推進事業について/
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奨 学 金 返 還 支 援 制 度 は ， 若 者 の 地 方 定 着 を 促 進 す る も の で あ る こ と や ， 市
町 村 へ は 手 厚 い 交 付 税 措 置 が 講 じ ら れ る こ と な ど か ら ， 市 町 村 が 実 施 し ， 県
は 制 度 の 普 及 や 助 言 等 を 行 う も の と 捉 え 取 り 組 ん で き た 。

一 方 ， 3 4 都 府 県 に お い て は ， 産 業 人 材 の 確 保 と 若 者 の 地 元 定 着 支 援 を 目 的
と し て 奨 学 金 返 還 支 援 を 事 業 化 し て い る と 認 識 し て い る 。

県 と し て は ， 制 度 を 導 入 し た 自 治 体 の 情 報 収 集 に 努 め ， 事 業 効 果 や 課 題 な
ど を 踏 ま え な が ら 検 討 す る 。

今 年 2 月 に 行 わ れ た 令 和 3 年 度 原 子 力 防 災 訓 練 の 評 価 書 で 「 放 射 性 プ ル ー ム
通 過 後 早 め に 一 時 移 転 す べ き 」 と あ る が 県 も 同 じ 認 識 か 。 福 島 第 一 原 発 事 故
に お け る 放 射 性 プ ル ー ム の 動 き を み る と 数 時 間 単 位 で 通 過 し て い る が ， 避 難
退 域 時 検 査 等 場 所 に お け る 放 射 性 物 質 付 着 検 査 の 準 備 等 は 間 に 合 う の か 。

県 で は ， 屋 内 退 避 及 び 一 時 移 転 に 関 し て ， 国 が 策 定 し た 「 原 子 力 災 害 対 策
指 針 」 に 沿 っ て ， ま ず は 屋 内 退 避 し ， 浮 遊 す る 放 射 性 物 質 が 通 過 し た 後 ， 空
間 放 射 線 量 率 が 毎 時 2 0 マ イ ク ロ シ ー ベ ル ト を 超 え た 場 合 に は ， 1 週 間 程 度 以
内 に 一 時 移 転 を 行 う と の 具 体 的 な 対 応 を 定 め て い る 。

な お ， 原 子 力 災 害 は ， 原 子 力 発 電 所 の 状 況 に 応 じ て 段 階 的 に リ ス ク が 明 ら
か に な り ， 段 階 的 に リ ス ク に 備 え る こ と と な る 。 そ の 時 間 及 び 屋 内 退 避 の 時
間 を 利 用 し ， 避 難 退 域 時 検 査 等 場 所 を 開 設 す る こ と と し て い る 。
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工事期間休館中の県美術館へ足を運ばせる手立て，関心を持ってもらう仕掛け等
においては，創作活動に関わる県民の参加，声も大事である。

また，オープン記念事業等の仕掛けも必要であり，令和7年度中にリニューアル
オープンであれば，2～3年というのはあっという間であり，今から準備しないと間
に合わないと思うがいかがか。
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これまで，美術館での美術講座やワークショップなどは，主として館内で行って
きたが，休館中はアウトリーチでの実施を計画し，県内各地域での展開を図る。

休館中であっても，このような美術館の取組に広く県民の皆様に参加していただ
くことが大事だと考えている。

また，リニューアルオープン時の記念事業については，準備期間は限られている
と認識しており，準備を着実に進めていきたい。

誰もが自らの希望や適性に応じた就業を通じ，それぞれの地域でいきいきと社会に貢
献していく事ができる社会の実現は本県の目指す姿である。

県内民間企業における障害者実雇用率の令和3年度実績は2.21％と，法定雇用率2.3％
を下回る結果となっているが，法定雇用率の未達成企業への理解促進も含め，今後の具
体の取組方針について所見を伺う。

県内民間企業における障害者実雇用率は全国平均を上回るものの，法定雇用率を下
回っている。また，一般就労に向けて約4，700人の方が求職しているところであり，
企業における人材確保を図る上でも，障害者雇用の促進を一層図る必要がある。

令和4年度は，企業訪問や各種セミナー，特別支援学校の見学会など企業と障害者
相互の理解を深めるため様々な取組を実施している。

今後も宮城労働局とも連携しながら，障害者雇用への理解促進と法定雇用率の達成
に向けて取り組む。
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未 処 理 事 案 と し て ， 歳 入 歳 出 外 現 金 で 約 2 千 万 円 の 欠 損 額 が 発 生 し て い る と
の 意 見 及 び 報 道 が あ っ た 。 県 で は 歳 入 歳 出 外 現 金 も 一 般 歳 入 歳 出 の 例 に よ り 取
り 扱 う も の と さ れ て い る が ， 今 後 の チ ェ ッ ク 体 制 も 含 め ， 現 在 の 歳 入 歳 出 外 現
金 取 扱 状 況 と 改 善 策 に つ い て 伺 う 。
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歳 入 歳 出 外 現 金 は ， 保 証 金 ， 保 管 金 及 び 担 保 金 の 3 つ に 分 か れ て お り ， こ の
う ち の 保 管 金 に お け る 職 員 給 与 に 係 る 所 得 税 に つ い て ， 残 高 不 足 が 明 ら か に
な っ た も の 。

こ の 所 得 税 保 管 金 の 現 在 の 取 り 扱 い に つ い て は ， 毎 月 ， 源 泉 徴 収 し た 所 得 税
の 額 と ， 翌 月 に 税 務 署 へ 納 税 し た 額 が 一 致 し て い る こ と を 確 認 し て い る 。

な お ， 事 務 処 理 に お け る 改 善 策 に つ い て は ， 現 在 ， 所 得 税 以 外 の 科 目 も 含 め
て 状 況 の 確 認 を 進 め て い る と こ ろ で あ り ， そ の 結 果 も 踏 ま え て 検 討 す る 。

全 国 学 力 テ ス ト が す べ て で は な い が ， 近 年 ， 本 県 は 全 国 平 均 点 を
下 ま わ る 結 果 に な っ て い る 。 目 に 見 え る 結 果 が 必 要 だ と 考 え る が ，
見 解 を 伺 う 。

全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査 に お い て ， 全 国 平 均 に 届 い て お ら ず ， 学
力 向 上 は 我 が 県 の 継 続 し た 課 題 で あ る と 捉 え て い る 。

県 教 育 委 員 会 で は ， 児 童 生 徒 の つ ま づ き を 解 消 す る と い う と こ ろ
に 力 を 入 れ た 「 学 力 向 上 マ ネ ジ メ ン ト 支 援 事 業 」 を 継 続 し て 実 施 し
て お り ， 成 果 も 見 ら れ て い る 。

今 後 は こ の 取 組 を 拡 大 し ， 結 果 に 反 映 で き る よ う ， 事 業 の 推 進 に
努 め る 。
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文教警察委員会の様子
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意見交換会の様子
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令 和 5 年 度 の 政 策 展 開 の 方 向 性 と し て ， D X に よ る 「 変 革 み や ぎ 」
実 現 に 向 け ， あ ら ゆ る 分 野 で I C T 等 デ ジ タ ル 技 術 を フ ル 活 用 す る と
の 記 載 が あ る 。 令 和 5 年 度 は ど の 分 野 に 重 点 的 に 取 り 組 む の か 。 ま
た ， 予 算 規 模 に つ い て も 伺 う 。

ԏΦ ΦΚϣϠϥ π︡Ϥ Ϛ ρᵕ

DXʝ χ ΰ τνΜο

録画
クリック!!

クリック!!

議員
名簿

クリック!!

議員
名簿

D X 関 連 施 策 に つ い て は ， 「 み や ぎ 情 報 化 推 進 ポ リ シ ー 」 に 基 づ
き ， 取 組 を 進 め る こ と と し て お り ， 令 和 5 年 度 も 引 き 続 き 重 点 目 標
で あ る 「 県 民 サ ー ビ ス の 向 上 」 ， 「 地 域 の 課 題 解 決 と 活 力 の 創 出 」 ，
「 働 き 方 改 革 の 推 進 」 な ど あ ら ゆ る 分 野 で 取 り 組 む 。

予 算 規 模 に つ い て は ， ま だ 要 求 段 階 に あ る た め ， 固 ま っ て い な い
が ， 各 部 局 に お い て 様 々 な 分 野 で D X 施 策 の 予 算 要 求 に 向 け た 準 備
を 進 め て い る 。

目次へ

その他の質疑 財政運営について/新・宮城の将来ビジョンからみた予算編成について/

来年度予算を編成する上で，現下の経済状況についても考慮する必要がある。特に光熱
費や燃油の高騰，物価高騰は止まる気配がなく「物価高」による倒産件数も増加している。

令和5年度の当初予算でも物価高騰対策予算が必要だと考えるが，認識はどうか。また，
物価高騰の要因についてご所見を伺う。

⁯χ ▄Ϭ ϘΠᾁ Ϭ“μοΜΨ ρᵕ

5 ▄ τνΜο

世界的な脱炭素化へのシフトや新型コロナウイルス感染症からの経済回復による需要増
に加え，ロシアのウクライナ侵攻，円安等の複合的な要因により，原油等のエネルギー価
格や様々な原材料，資材価格が高騰していると認識している。

今後，国において検討される令和4年度補正予算，令和5年度当初予算を踏まえ，我が県
においても予算編成過程で必要な検討を行っていく。

その他の質疑 新型コロナウイルス感染拡大防止対策と社会経済活動の両立について/
DXによる「変革みやぎ」の実現に向けて/社会全体で支える宮城の子ども・子育てについて/
障がいの有無に関わらず安心して暮らせる社会の実現について/
脱炭素社会の実現に向けた取り組みについて/

クリック!!

録画

ԁ ӦԌ
ˢᾉ χ ˣ

ἵ ӦԌ
ˢꜛ ˣ



現在策定中の「（仮称）みやぎゼロカーボンチャレンジ2050戦略」の中に，メガソー
ラー計画によって森林が伐採され裸地となってしまった，楽天球場約1，070戸分の伐採さ
れた森林の回復と，CO2排出の最も多い石炭火力発電所の全面廃止の2点を大きく位置づ
け明記すべきだかどうか。

ԏΦ Φ ᾝτΰΪο︡Ϥםᵓχזּ Ϛ ρᵕ

ᴟʾὣ ᴟβϥꜛ ←ᵲτ Πʼ ←ʾᾚ←τΰΪθ ├τνΜο

録画
クリック!!

クリック!!

議員
名簿

クリック!!

議員
名簿

「（仮称）みやぎゼロカーボンチャレンジ2050戦略」では，再造林・間伐による森林整
備などにより，森林等による吸収量を維持する目標を掲げている。また，森林の保全を図
り，再エネ施設を森林以外の適地に誘導するため，新たな税の導入を検討している。

また，石炭火力発電は，脱炭素社会の実現を目指す上で好ましいものではないと認識し
ているが，火力発電の在り方については，国際社会の動向などを踏まえ，国が決定すべき
ものと考えている。

目次へ

その他の質疑 社会全体で支える宮城の子ども・子育てについて

私 立 高 等 学 校 等 就 学 支 援 金 の 上 乗 せ 補 助 に つ い て ， 東 京 都 内 の 高 校 に 通 う 生
徒 に は 保 護 者 の 居 住 地 に よ る 格 差 が 生 じ て お り ， 補 填 を 行 う べ き と 思 う が 所 見
を 伺 う 。 ま た ， 他 県 か ら 県 内 の 高 校 に 通 う 生 徒 に も 同 様 の 補 填 を 行 う べ き と 考
え る が い か が か 。

⁯τ ΰο χᶈ ʾᾋ ΰϬẐϛοΜϥ ρᵕ

◓ςϜʾ◓Ӿοʾₒᶨ◦כχ ▄ τνΜο

令 和 3 年 度 の 状 況 を 確 認 し た と こ ろ ， 県 外 へ 進 学 し た 生 徒 を 支 援 対 象 と し て
い る の は 東 京 都 を 含 め て 2 団 体 ， 県 外 か ら の 生 徒 を 支 援 対 象 と し て い る の は 1 6
団 体 で あ っ た 。

要 因 と し て ， 財 政 的 な 事 情 の ほ か ， 通 学 圏 域 な ど 様 々 な 実 情 が 考 え ら れ る が ，
こ う し た 制 度 の 違 い に よ り ， 指 摘 の よ う な 課 題 が 全 国 的 に 生 じ て い る 。

こ の た め ， 全 国 知 事 会 を 通 じ ， 国 に 対 し て ， 大 元 の 課 題 で あ る 年 収 区 分 に よ
る ギ ャ ッ プ 解 消 等 ， 制 度 の 拡 充 ・ 見 直 し を 求 め て い る 。

クリック!!

録画

ӦԌ
ˢẶ▀ˣ

ᴅ╦χϖϥӦԌ
ˢ῝ ˣ



ӗ ӗ σ ӽχἹ τνΜο

令 和 5 年 か ら の 肥 料 ， 飼 料 確 保 の 状 況 ， 種 の 供 給 を ど の よ う に
み て い る の か 。

τνΜοψ Ϭᶎ ρᵕ

Ộ τνΜο

録画
クリック!!

クリック!!

録画
クリック!!

議員
名簿

クリック!!

議員
名簿

穀 物 の 需 要 が 拡 大 を 続 け て い る 一 方 で ， コ ロ ナ 禍 や ウ ク ラ イ ナ
情 勢 ， 中 国 に よ る 輸 出 制 限 な ど の 影 響 に よ り ， 肥 料 原 料 や 飼 料 原
料 の 主 要 産 出 国 か ら の 供 給 が 一 部 滞 る 事 態 と な っ て い る 。 さ ら に
円 安 に よ り ， 我 が 国 の 購 買 力 も 相 対 的 に 低 下 し て い る 。

こ う し た 状 況 を 受 け ， 国 で は 調 達 先 の 多 角 化 を 支 援 す る な ど し
て お り ， 来 年 の 春 肥 を は じ め ， 肥 料 や 飼 料 の 供 給 に つ い て は 現 在
ま で の と こ ろ 量 的 に は 問 題 な い も の と 考 え て い る が ， 今 後 の 事 態
の 変 化 に つ い て は 依 然 と し て 見 通 せ な い 状 況 で あ る と 認 識 し て い
る 。

警 察 施 設 の B C P （ 事 業 継 続 計 画 ） に つ い て ， 停 電 や 燃 油 の 不
足 が 起 こ っ た 震 災 時 を 思 え ば ソ ー ラ ー パ ネ ル 設 置 等 の い ざ と い
う 時 へ の 備 え は 不 可 欠 と 思 う が 財 政 当 局 の 考 え を 伺 う 。

警 察 施 設 の 太 陽 光 パ ネ ル の 設 置 に つ い て は ， 全 庁 的 に カ ー ボ
ン ニ ュ ー ト ラ ル の 実 現 を 目 指 す 中 で ， 検 討 す べ き 課 題 と 受 け 止
め て い る 。

後 年 度 負 担 を 含 め て 費 用 対 効 果 を 十 分 に 検 証 す る 必 要 は あ る
が ， 警 察 本 部 か ら ， 財 政 需 要 や 各 施 設 の 更 新 ・ 改 築 の タ イ ミ ン
グ 等 を 伺 い な が ら 相 談 し て ま い り た い 。

目次へ

その他の質疑 新型コロナウイルス感染症対応について/再生エネルギーについて/

その他の質疑 富県宮城を支える産業としての観光について/
わが県における人口減少と向き合う少子化対策について/
取り残されない，取り残さないDX推進について/

ק ӦԌ
ˢꜛ ˣ

Ἕ Ṱ ӦԌ
ˢּזТ϶ˣ

῟ᴮϬ ϘΠὕ╔ ρ ΰσΥϣᾁ ρᵕ



国 は イ ン バ ウ ン ド 対 策 と し て 入 国 制 限 撤 廃 等 を 行 い ， 国 内 旅 行 対 策 と し て 全
国 支 援 策 を 講 じ て い る 。 イ ン バ ウ ン ド に つ い て は ， 本 格 回 復 前 に 情 報 発 信 の 再
起 動 を 図 り ， S N S， ラ イ ブ 配 信 ウ ェ ブ サ イ ト の 再 構 築 な ど 戦 略 的 な 誘 客 活 動 を
図 る べ き と 考 え る が ， 現 状 及 び 令 和 5 年 度 の 観 光 プ ロ モ ー シ ョ ン に つ い て 伺 う 。

ДЅЌиϬᶨ ΰ σ Ϭ“Ξ ρᵕ

ϳϰЇЀкЗχ ├ ᵫτνΜο

録画
クリック!!

クリック!!

議員
名簿

クリック!!

議員
名簿

外 国 人 観 光 客 に つ い て は ， 水 際 対 策 が 大 幅 に 緩 和 さ れ た こ と か ら ， 急 速 な
回 復 を 期 待 し て い る 。

県 で は ， こ れ ま で ， イ ン バ ウ ン ド 回 復 を 見 据 え ， 海 外 事 務 所 や 現 地 サ ポ ー
ト デ ス ク に よ る P R活 動 の ほ か ， S N Sな ど を 通 じ て 魅 力 発 信 を 行 っ て き た 。

令 和 5 年 度 は ， デ ジ タ ル を 活 用 し ， 誘 客 タ ー ゲ ッ ト の 明 確 化 と と も に ， 旅 行
者 の ニ ー ズ に 即 し た 効 果 的 な 媒 体 や P R素 材 の 厳 選 な ど ， 戦 略 的 な 情 報 発 信 を
行 っ て い く 。

目次へ

県 内 の 特 殊 詐 欺 被 害 は ， 平 成 2 7 年 の 3 5 0件 ， 1 0 億 3 ， 5 5 1万 円 を ピ ー ク に 減
少 傾 向 で あ っ た が ， 令 和 3 年 は 2 8 0件 ， 4 億 3 ， 9 8 5万 円 と 再 び 上 昇 に 転 じ て い
る 。

豊 か な 暮 ら し を 大 き く 脅 か せ る こ う し た 特 殊 詐 欺 は ， 引 き 続 き 取 り 締 ま り を
強 化 し ， 被 害 の 撲 滅 に 向 け 全 力 で 取 り 組 ん で い く 必 要 が あ る が ， 今 後 の 取 組 み
方 針 に つ い て 所 見 を 伺 う 。

∑ ├ρρϜτ︡ ϤτϜ︡Ϥ Ϛ ρᵕ

ϣΰ ΪϣϦϥӗ ӗ σ ӽχἹ τνΜο

県 警 察 で は ， 特 殊 詐 欺 電 話 撃 退 装 置 等 購 入 費 補 助 金 交 付 事 業 を 活 用 し た 固 定
電 話 対 策 を は じ め ， A T M の 振 込 制 限 や 電 子 マ ネ ー 購 入 希 望 者 へ の 声 掛 け な ど ，
金 融 機 関 ， コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア 等 と 連 携 し た 水 際 対 策 等 を 推 進 し て い る 。

今 後 も ， 固 定 電 話 対 策 の 継 続 ・ 拡 充 の 検 討 の ほ か ， 関 係 機 関 ・ 団 体 等 と 連 携
し た 広 報 啓 発 活 動 等 の 各 種 被 害 防 止 対 策 を 推 進 す る と と も に ， 特 殊 詐 欺 の 取 締
り に つ い て も 取 り 組 ん で い く 。

クリック!!

録画

ḧ ӦԌ
ˢ χᵓˣ

ṷ ḃῴӦԌ
ˢ21 ṙϼˣ



「 デ ジ タ ル 田 園 都 市 国 家 構 想 」 施 策 と し て 実 施 さ れ る ， 自 治 体 情 報 シ ス テ
ム 標 準 化 ・ 共 通 化 に つ い て ， 移 行 の 目 標 時 期 が ， 令 和 7 年 度 と さ れ て い る が ，
各 自 治 体 の シ ス テ ム 更 改 が 短 期 間 に 集 中 し て の 移 行 と な り ， ま た 現 在 使 用 中
の シ ス テ ム ベ ン ダ の 対 応 も 厳 し く ， 移 行 期 間 の 延 長 と 財 源 の 支 援 を 求 め て い
る が い か が か 。

σ◦כϬὋ ΰοΜΨ ρᵕ

ˮДЅЌи ה ◕⁯ᴪ  ˯☼├ϒχ◦כτνΜο

録画
クリック!!

クリック!!

議員
名簿

クリック!!

議員
名簿

県 と し て は ， 対 象 と な る 業 務 の 多 く が 市 町 村 所 管 で あ る こ と か ら ， こ れ ま
で 情 報 提 供 や 相 談 対 応 な ど の 支 援 を 実 施 し て き た が ， 市 町 村 か ら は 期 限 内 で
の 対 応 が 難 し い と い う 意 見 が あ っ た た め ， 移 行 期 間 の 延 長 及 び 支 援 拡 充 な ど
を 国 へ 要 望 し た 。

国 で は ， 移 行 ス ケ ジ ュ ー ル や 移 行 に 当 た っ て の 課 題 把 握 と 解 決 を 自 治 体 と
協 力 し て 取 り 組 む と し て お り ， 補 助 金 の 補 助 要 件 の 見 直 し も 行 わ れ た 。

県 で は 今 後 も 必 要 な 支 援 を 継 続 し て い く 。

目次へ

障 害 の あ る な し に 関 わ ら ず ， 誰 も が そ の 能 力 と 適 性 に 応 じ た 雇 用 の 場 に
就 き ， 地 域 で 自 立 し た 生 活 を 送 る こ と が で き る よ う な 社 会 の 実 現 を 目 指 し ，
障 害 の あ る 人 の 雇 用 対 策 を 総 合 的 に 推 進 す る こ と が 必 要 で あ る 。 そ の た め
に は ， 多 様 な 障 害 特 性 に 対 応 し た 就 労 支 援 を 行 う こ と が 必 要 だ が ， 現 状 と
今 後 の 取 組 み を 伺 う 。

ᵲ τ ᴂΰθ τכ◦ ϛϥ ρᵕ

ᵲּיχᾼ τνΜο

県 で は ， 就 業 と 相 談 支 援 を 一 体 的 に 行 う 「 障 害 者 就 業 ・ 生 活 支 援 セ ン
タ ー 」 を 設 置 し て お り ， ハ ロ ー ワ ー ク や 就 労 移 行 支 援 サ ー ビ ス 事 業 所 ，
医 療 機 関 ， 発 達 障 害 者 支 援 セ ン タ ー な ど 専 門 性 の 高 い 支 援 機 関 ， 企 業 な
ど と 連 携 し な が ら ， 職 業 準 備 訓 練 や 職 場 実 習 の あ っ せ ん な ど と と も に ，
生 活 習 慣 の 形 成 な ど の 日 常 生 活 に 関 す る 助 言 を 行 っ て い る 。

引 き 続 き ， 障 害 福 祉 と 雇 用 対 策 ， 双 方 の 関 係 機 関 と の 連 携 に よ り ， 障
害 特 性 に 対 応 し た 就 労 支 援 に 努 め て い く 。

クリック!!

録画

₪ ″ ӦԌ
ˢ ˣ

‰ỆἴӦԌ
ˢ ᵓˣ



̔ ἷЀкЗϳϱиІχḇ ♁τνΜο
傍聴される皆様におかれましては，検温や手指の消毒に

御協力いただきますとともに，マスクを着用するなど，新
型コロナウイルスの感染防止に御協力くださいますようお
願いいたします。

▽お問い合わせ先 宮城県議会事務局総務課
TEL  022(211)3571

̔Ш˔ЭЧ˔Ѕχέӛ
定例会の日程や会議録等をご覧いただけます。

̔ṳᵓ Ὃχέӛ
スマートフォンやタブレット端末でも議会

中継・録画をご覧いただけます。

ᾉṳᵓΤϣχΣ ϣδ

9Ὦ ᵓπṳὨΰθṳӛ

ϳϴУ ϙϞΧᾉṳᵓιϢϤϒχ
ῈӪᾋʾῈḇ ϬΣṄδΨιήΜ

宮城県議会事務局政務調査課〒980－8570 仙台市青葉区本町3丁目8番1号

TEL 022(211)3592 FAX  022(211)3598 Ｅメール gtyosas@pref.miyagi.lg.jp

宮城県議会

宮城県議会 中継

(1) Ӫ ᾋ ˢᴦὨ4Ὧˣ
「私学助成の充実強化に関する意見書」
「優生保護法問題の早期全面解決を求める意見書」
「災害救助法における福祉の位置付けの明確化を求める意見書」
「女性デジタル人材育成を強力に推進するための支援を求める意
見書」

(2) Ὠ ṳˢᴦὨ1Ὧˣ
「北朝鮮による弾道ミサイル発射に抗議する決議」

(3) Ⱨ ṳӛˢᴦὨ36Ὧʼ 2Ὧʼ Ӫ2Ὧˣ
「令和4年度宮城県一般会計補正予算」
「令和4年度宮城県県有林特別会計補正予算」
「会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改
正する条例」
「国の地方公共団体の機関等に派遣される職員の処遇等に関する
条例の一部を改正する条例」
「宮城県県税条例等の一部を改正する条例」
「富県宮城推進基金条例の一部を改正する条例」
「和解及び損害賠償の額の決定について」
「財産の取得について（無線アクセスポイント一式）」
「工事請負契約の締結について（川内沢ダム本体築造工事）」
「令和３年度宮城県一般会計決算及び各特別会計決算の認定につ
いて」
「令和３年度宮城県公営企業会計決算の認定について」
「教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて」
「公安委員会委員の任命につき同意を求めることについて」 など

目次へ

9Ὦ ᵓṳ Ṝּיᵓᾋχ ◓
議長記者会見の内容はάκϣ

̔ ṳ χ Ҽ╕
外崎浩子副議長の後任に，池田憲彦議員が選出されました。
「新型コロナウイルス感染症対策や，昨今の物価高騰，頻発する自

然災害への対応など，さまざまな課題が山積している。菊地議長を支
え，副議長としての責務を全うする。」
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